
京都暁 FC Ｒクラス試合結果報告 2025年 

No.17 開催日 2025. 5.30（金） 参加人数：16 名 報告者：兪 

大会名：第 6回関西シニアサッカーリーグ 会場：高槻青少年グランド 

第 1試合 対戦相手：神戸 FC   勝敗：△ 

 

    京都暁Ｒ ０   0 ― 0   ０  神戸 FC 

                       0 ―  0 

 

得点者：なし 

講評： 

「ボールを失ったときに素早くプレスをかける」をテーマに試合に臨んだ。敵陣では

プレスからショートカウンターを目指し、逆に自陣でボールを失った時には相手のショ

ートカウンターを防ぐという考え方。概ねこのテーマは実施できていたと思う。 

試合は、お互いのディフェエンスが固く、両チームともシュートが打てない展開でス

コアレスドローとなった。守備面は安定していたが、攻撃面では課題が残った。相手の守

備陣が強く１対１で突破できない場合、ワンツーパスの交換などで相手を崩すなど、連

携プレーが必要だと思う。この点は、まだまだ進化させる必要がある。 

 

参加メンバーと布陣 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

No.18 開催日 2025. 5.30（金） 参加人数：16名 報告者：兪 

大会名：第 6回関西シニアサッカーリーグ 会場：高槻青少年グランド 

第 2試合 対戦相手：大阪ＦＣ  勝敗：〇 

 

    京都暁Ｒ ４    3 ― 0   ０ 大阪ＦＣ 

                       1  ―  0 

 

得点者： 牛場 2（うち PK1）、馬場 1，林 1 

講評： 

 第一試合のテーマに加えて、パススピードを上げることを意識して試合に臨む。第 1試

合で弱いパスを何度かカットされ、ピンチを迎えたことを踏まえたものである。「足元に

速いパスをピシッと通そう」が合言葉。なかなか、このテーマは一朝一夕には達成できな

いので、今後も継続して取り組んでいく必要がある。 

試合はボールを支配し、危なげなく勝ち切ったが、ボール保持率の割には、パスミスが

頻繁に見られ、ストレスの残る展開になった。余裕のある展開でも、ボール保持者の周り

のプレーヤーの動きが重要であるとともに、ボール保持者の視野の広さも必要となる。

練習会からこのことを意識していく必要があると感じた。なお、得点はいずれも軽快な

パスワークから生まれたものであり、この点での成果はあった。 

 

参加メンバーと布陣 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


